
【人口】26,603人【世帯数】11,588世帯
（令和８年９月末現在）
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これだ！
決算審査概要

総括質疑

全員が一般質問へ！
議長以外、

議会だより市 令和８年１１月１日／令和８年９月議会号 87No.
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９ 月 定 例 会

内容議案番号

請願第１号

審議結果

採択

認定
認定
認定
認定
認定
認定

採択

採択

不採択

請願第２号

地方財政の充実・強化を求める意見書提出に関する請願／総務産業常任委員会にて審査

議案第６２号 一般会計歳入歳出決算の認定
議案第６３号 国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定
議案第６４号 後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定
議案第６５号 市立自動車学校特別会計歳入歳出決算の認定
議案第６６号 簡易水道事業会計決算の認定
議案第６７号 下水道事業会計決算の認定

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、2027年度政府予算に係る意見
書採択の請願について／厚生文教常任委員会にて審査

陳情第２号

陳情第３号

市議会議員時代における市民活動団体兼業および市議会基本条例に関わる問題の調査と、
現市長の立場の明確化を求める陳情書／議会運営委員会にて審査
非核三原則の堅持を求める意見書提出に関する陳情／総務産業常任委員会にて審査

『のるーと うきは』一部見直し、
本格運行スタートしました
市バス事業の設置等に関する条例の一部を改正（１０月1日施行）。
中学生・高校生も、小学生と同じ料金で乗車可能となりました！
障がい者本人だけでなく介護人又は付添人も同額料金となりました。(条件あり)

井戸掘り替え工事に対する補助金
予算額を1050万円追加に。

一般世帯補助率：1/2以内(上限30万円以内)

令和8年4月～8月末までに15件が施工。
今後も引き続き25件が実施予定。

空き家の管理と固定資産税について
住宅の敷地は、固定資産税が軽減されています。
しかし、管理が不十分な空き家は軽減の対象から外れる場合があります。

住宅用地の区分と固定資産税の軽減内容

小規模住宅用地(200㎡以下部分) → 固定資産税の課税標準額を1/6に軽減
一般住宅用地(200㎡を超える部分) → 固定資産税の課税標準額を1/３に軽減

人権擁護委員の推薦・承認について
杉　孝信さん 佐藤　美子さん
すぎ　  たかのぶ さとう　　 よしこ

議案等の審議結果全員協議会報告
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どんな塾？

授業を受けた後の質問等のフォローは？

情報発信の方法や、申込み時期は？

地元の塾とはどのような調整を行った？
市内に塾は沢山あるため、実施するのであれば調整はしてもらいたい。

行政が塾を開設する効果の確認や、次年度の事業継続の判断は？

なぜ夏ではなく冬での実施なの？

事業者はどのように決めるの？

附帯決議付き可決！

1

2

3

4

5

6

7

8

１・２年生６日間（５０人）／３年生１０日間（３０人）。オンライン方式、５教科。生徒は自宅で
受講。初めの１～２日は、るり色ふるさと館で市職員がサポートし、それ以降は自宅で受講。
受講料無料・テキスト代を個人負担。（定員以上の申込みの場合は柔軟に対応）

教科は日程が決まっている。質問専用の時間を別途設定。チャットでの質問が可能。

「物価高騰で塾に通わせられない」という意味で物価対策と言える。

今回はオンラインで開催のため、市内の塾では対応が難しいと判断し、民間塾とは調整を
行っていない。対面ではなくオンラインでの実施であり、なおかつ冬季講座に限っているた
め、民業圧迫とはならないと判断した。

保護者やこどもたち、先生方へのアンケート、生の声を直接聞き成果と課題、改善点を整理
する。

夏から検討を始めた。応募人数や、実施後のアンケートに好評な意見があれば、夏の講座も
考えている。範囲を小学生に拡大することや、平日での実施も検討。

市の考える内容でオンラインが可能であり、今からの契約で冬休みに向け１０月中旬からの
募集開始が可能な事業者との随意契約。

公設塾業務委託料（１９０万円）は附帯決議（可決するが、意見・
要望付き）となりました。

①民業圧迫にならないような配慮及び効果の検証を。
②公平性を保つため、事業者選定は企画競争方式を用いるべき。
③提案するにあたり、もっと余裕を持ったスケジュールを。

中学校を通して、調整していく予定。

『物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金』は財源として適切なのか？ 

冬休み公設塾 質疑！に対する主な

中学生対象
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令和7年度決算
全会一致
認定！

で 決算特別委員会って？

質問・意見が出た分野の指摘事項は何だった？

　「前年度の決算」が議会へ提出され、その認定審査の
ために設置される委員会（例年９月に実施）です。予算の
無駄づかいがなかったか、使い方に問題がなかったかを
質疑します。議員からは翌年度以降の予算に活かすため、
「ここは良かった」「ここは改善が必要」など意見します。

地域コミュニティ
Q　会長や事務局長の「次のなり手」がいない。自治協議会を中心に地域活性化をはかるなら、今後の方向性は？
A　持続可能な組織の在り方について、行政内部で話し始めている段階にある。また、区長も含め、担い手が減っている。
　  役職についても減らしていくことを考える時期。
Q　女性役員登用でインセンティブを付けたり、自治会合併に対して補助金制度を作っている自治体もあるが？
A　先進事例について情報収集を行い、担い手不足に対応できるような方向性を検討したい。

公共施設の「その後」
Q　浮羽町の旧御幸コミュニティセンター売却についての進捗は？
A　道路拡幅などがあり、今は一旦中断している。諸条件を整理し、改めて検討していきたい。
Q　市が持っている普通財産で売却予定のものはあるのか？
A　今のところ大きな予定はない。
Q　普通財産用の草刈り委託料で、普通財産である旧浮羽東高校の跡地の草刈りはできないのか？
A　ルリーロ福岡と２０年間の無償賃貸契約を結んでおり、管理等はルリーロ福岡が担うことになっている。
　　市としては可能な範囲で協力。

決算特別委員会

公営住宅
Q　公営住宅の入居率が、著しく低いところは検討していくべきでは？
　 （屋形町は除却予定、西隈上は建替え中）。
A　老朽化のため、新規入居を停止している団地もある。
Q　西隈上団地整備事業について、近年の資材高騰の中で建設が始まるが、物価が上昇したらどうす
　　るのか？
A　物価変動率が一定の基準を超える場合、「物価スライド」として物価変動率による調整を行うこと　
　　を契約で規定している。全体として抑えられるよう、事業の中で見直す部分もあるかと考えている。

消防団活動や防犯
Q　消防団員報酬は予算に対して実績額が少ない。何か理由は？
A　この中に出動報酬が含まれるのだが、令和7年度は大きな災害が少なかった。なお、団員数は438名。 
　  500名という定員数に対し大きく割り込んでおり、継続的な課題。
Q　消防団に対し、災害時、あるいは完全消火に至るまでの待機の際の食糧費は出さないのか？
A　現在は出していない。待機している分については、警戒手当等を活用してもらう。
Q　詐欺被害に対する具体的な対策は？
A　大きなイベントなどでも周知していきたい。「固定電話で国際電話を拒否する」等の周知をしていく。

What?



5 うきは市議会だよりNo.87　令和8年11月1日発行

移動販売車
Q　ガソリン代など高騰している中、移動販売車についてはどう支援を考えているのか？
A　年4回協議会を開催し、意見等をヒアリングし、情報共有している。補助金の増額について
　　検討していきたい。
Q　当初から取り組んでいる事業者は車両が限界に近い。買い替えについて補助制度のある自　
　　治体はほぼないが、何か考えは？他自治体では自治体が購入し、それを貸与する、あるいは　
　　商工会や自治協議会に補助金を交付し、事業者が運行するという形もあるが？
A　各省庁の補助金に該当するものがない。現在、情報収集をしている。

住民健診・特定健診
Q　若い人の健康診査の受診率が低い。また、1日当たりの歩行数について福岡県ワースト1位、
　  さらに1人あたりの医療費についても全国自治体で５９位だったが？（厚労省令和５年度調査）
A　受診率の低下については課題だと認識している。しかし働いている方は会社の定期健診を受診
　　されているため、住民基本健診を受けていないという可能性が高い。運動不足、野菜摂取量不
　　足、飲酒過多、睡眠不足の住民が多く、結果として生活習慣病の発病、医療費の押し上げにつな
　　がっていることが課題。啓発活動に努めていく。

今後の公立保育園
Q　配慮を必要とするこどもたちはどうしているのか？
A　令和7年の障がい児の受入れは合計7名受入（公立４・私立３）。
Q　休園している山春保育所のその後については？千年保育園は将来的に民間へという話も
　　あるが？なぜ千年なのか？
A　山春については児童数回復の見込みがないため、閉園手続きを行っていく。
　　千年については、現在ゼロ歳児保育を行っておらず保護者負担が大きいため。
　　今から地域、保護者から意見を聴いていく。今後については再編の検討が必要だが、現時点
　　で決定していることはない。
Q　保育士確保が課題だという声があがっているが？
A　現状は不足というほどではない。保育士確保に向けて各種支援を行っている。　　
　  また、システム化することで業務効率改善に努めている。

ふるさと納税メニュー

Q　他の企業版ふるさと納税の取組について、どう進めていくのか？
A　令和8年度からは企業訪問をし、営業活動を行っていく。
Q　ふるさと納税に専従してもらう地域おこし協力隊を採用しては？
A　今年度募集をし、ふるさと納税の分野でも活動していただきたいと考えている。
Q　フルーツ以外の返礼品の掘り起こしは？
A　体験型返礼品の拡充なども考えている。返礼品事業者を訪問し、コミュニケーションづくりをはかっている。
　　県産共通返礼品の取扱いについても進めている。

Q　企業版ふるさと納税のラグビータウンプロジェクト分の各年度の金額は？
A　以下のとおりである。

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
1,060万 1,640万 2,830万 7,030万 3,960万 （円） 県産共通返礼品って？



今村議員

Ｑ

A

Ｑ

A

令和７年度決算では、かわせみホールの維持管理
に約１，８９０万円もの費用がかかっている。抜本
的な改修や利活用の方向性について早急な判断が
必要では。
新たな公共施設等総合管理計画等において、今後の方
向性を示していく。
長時間労働が特定の部署・職員に偏っている。職員定
数が足りていないのではないか。専門人材でもある地
域おこし協力隊等の活用はできないか。
業務が多様化、複雑化しており、民間活力、専門人材
の確保のため、見直し柔軟に対応していく。

Ｑ

A

保育所を民営化する際、どこの保育所を民営化するの
か。選定基準を明確にする必要があるのではないか。
選定基準については、担当課や保育関係者との話し合
いの中で様々な観点から考えていく。

Ｑ

A

県からの宿泊税交付金の利用について、基金積立てで
はなくダイレクトに交付金を使い観光客増をねらって
はどうか。
宿泊税の交付金は広く観光に使うことが可能であるた
め、今後の計画において大きな金額が必要になった時
のために積み立てておく。

Ｑ 自治協議会の役割は増大し、担い手不足は深刻である。
もっと事務局長の給与や運営補助金等の増額はできな
いのか。
毎月自治協との協議は行っている。その中で要望があ
れば、検討していきたい。

Ｑ

A

A

高齢者等見守り事業にかかる移動販売事業者への補助
金見直しはできないか。
移動販売事業者と協議し、支援を行いたい。

Ｑ

A

安心安全な保育という目的に向け、保育士の正規職員・
会計年度任用職員が不安なく職務に専念できるよう、
どのような人事のフローを描いているのか。職種変更
等の不安の声が届いている。保育士が自信をもって
ジョブローテーションに臨める体制にしてほしい。
公立は１園以上残す形で、基本的には保育士業務を念
頭に置いているが、異動等は発生しうる。市の保育行政
を支える職種に就く方が出ることも願っている。

Ｑ

A

紙の商品券を市長はなぜやめたのか。高齢者の方から
相談がある。プレミアム商品券を１００％デジタル化
するとスマホを使えない高齢者が買えず客足が大型
店に流れて地元商店が大変困る。他自治体のように紙
の商品券を併用し、デジタルが苦手な人への救済策を
講じてすべての市民と地元経済を守る柔軟な対応を
求める。
主体は商工会なので伝えるが、紙の商品券についても
考えてもらう。

Ｑ

A

Ｑ
A

大きな交通事故が起きる前に、交通安全対策協議会を
開催すべきではないのか。
当該協議会はあくまで重大事故があったときに、事後
の対策を考えるための協議会である。

交通安全対策を考えるべきではないのか。
交通安全対策費２３４万円を使って、十分に取り組んで
いる。

市長に対する

飯田議員

Ｑ

A

A

Ｑ

一部の街路灯やスポーツ施設では、水銀灯が使用され
ており、電気代も高くLED化を進めるべきではないか。
粛々と行っていく。

今後検討する。

住宅使用料や保育料、下水道使用料等の徴収率も『成
果表』に載せるべきではないのか。

熊懐議員

石井 議員（孝）

佐藤議員

髙木議員

德永議員野鶴議員

総括質疑とは？
　決算審査最終日、市長や教育長に対し５日間の各課・各係の
決算審査で不十分だった回答や今後の市政に関する根本的な
方針・計画などを質疑するものです。

What?
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  一 般 質 問

まちづくり 人口減少

中山間地支援

産業

消防・防災

教育
人権

こども・子育て

一般質問とは、各議員それぞれの視点で『わがまちの困りごと』
を明らかにしたり、『この政策に取り組むとこうなるのでは?』と
いう政策提案がされる機会なのです！

９月議会では…

っ一般質問による1313人 ！
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等
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吉
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駆
除
班
等
の
高
齢
化
を
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ま
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少
数
の
担
い
手
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依
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す
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み
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次
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う
。

市
長　
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・
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で
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。
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体
処
理
の
一
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委
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や
す
い
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づ
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組
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費
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つ
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、
特
別

交
付
税
措
置
を
活
用
し
、
更
な
る
増
額

を
図
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

市
長　

 
市
独
自
の
上
乗
せ
額
を
４
０
０

０
円
か
ら
５
０
０
０
円
に
増
額
し
た
が
、

報
奨
金
の
増
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だ
け
で
捕
獲
活
動
に
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う
負
担
が
解
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れ
る
も
の
で
は
な
い
。
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瀬　

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
と
支
援

の
進
捗
、
朝
倉
広
域
協
議
会
を
活
用
し

た
広
域
導
入
の
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

市
長　

 

事
務
費
を
５
万
円
か
ら
10
万

円
に
増
額
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
も
活
用
で

き
る
。
朝
倉
広
域
協
議
会
を
通
じ
関
係

市
町
村
と
協
議
す
る
。

▲カラス被害が最大、イノシシ捕獲は
約70％減

特
定
の
捕
獲
従
事
者
だ
け
に
依
存
し
な
い
、

持
続
可
能
な
捕
獲
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む

市長

吉瀬 晋太郎
きちぜ しんたろう

議員

次
世
代
へ
つ
な
ぐ

持
続
可
能
な
鳥
獣
被
害
対
策
を

そ
の
他
の
質
問

▼
空
き
家
対
策
と
民
間
企
業
と
の
連

携
に
つ
い
て

【カラスの被害額】

【イノシシ捕獲数】

万6千円
令和7年度・鳥獣別で最大

約70％減・豚熱の影響か
令和7年度令和6年度

（頭）

（鳥獣別で最も大きい）

807

598 179
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  一 般 質 問

末
金　

 

流
域
の
区
長
14
名
の
連
名
で
８

年
続
け
て
市
を
通
じ
て
河
川
整
備
の
要

望
を
し
て
い
る
。江
南
地
区
の
住
民
は
、

市
か
ら
の
強
力
な
働
き
か
け
を
期
待
し

て
い
る
。

市
長　

 

県
内
に
58
市
町
村
が
あ
り
、限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
工
事
を
割
り
振
ら

れ
て
い
る
。今
後
と
も
県
に
対
し
内
容
の

濃
い
要
望
が
上
が
る
こ
と
が
、事
業
の
進

捗
に
関
わ
る
と
考
え
る
。　
　

末
金　

 

今
年
７
月
５
日
の
豪
雨
時
、上

古
賀
地
区
周
辺
が
越
水
し
た
が
、そ
の
下

流
域
は
普
通
に
流
れ
て
い
た
。こ
の
状
況

に
つ
い
て
県
の
調
査
を
お
願
い
し
た
い
。

市
長　

 

地
元
の
継
続
的
な
要
望
が
事
業

進
捗
に
関
わ
る
。市
も
要
望
を
続
け
る
。

【
中
島
畑
の
耕
作
放
棄
地
】

末
金　

 

中
島
畑
の
耕
作
放
棄
地
対
策
に

つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

市
長　

 
中
島
畑
は
筑
後
川
の
中
州
に
あ

り
、
農
地
12
・
56
ｈ
ａ
の
う
ち
約
38
％
が

荒
廃
し
て
い
る
。地
域
の
特
性
や
農
地
の

状
況
を
踏
ま
え
在
り
方
を
考
え
て
い
く
。

末
金　

 

黒
砂
糖
を
作
る
グ
ル
ー
プ
が
サ

ト
ウ
キ
ビ
栽
培
を
し
て
い
る
。ま
た
、ス

ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド
、Ｒ
Ｄ
Ｆ
ご
み
処
理

場
建
設
予
定
地
で
あ
っ
た
土
地
も
あ
る
。

今
後
の
展
望
を
聞
き
た
い
。　

市
長　

 

ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド
は
市
の

必
要
な
施
設
で
あ
り
、う
き
は
久
留
米
環

境
施
設
組
合
が
所
有
す
る
土
地
も
あ
る
。

機
を
捉
え
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

市
と
し
て
も
県
に
対
し

河
川
整
備
の
要
望
を
続
け
て
い
る

※
令
和
８
年
６
月
議
会
号
に
て
末
金
議
員
の
「
良
」
の
字
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
（
誤　

吉 

↓ 

正　

良
）。

末金 良幸
すえかね よしゆき

議員

美
津
留
川
の

河
川
整
備
に
つ
い
て

市長

須
山      

収
入
保
険
に
つ
い
て
、
柳
川

市
な
ど
の
先
行
事
例
が
あ
る
。
市
と
し

て
も
保
険
料
の
全
部
・一
部
を
補
助
し

て
は
。

市
長 　
現
状
考
え
て
い
な
い
。
農
業

者
へ
の
周
知
、
防
犯
対
策
強
化
に
努

め
、
生
産
基
盤
強
化
や
担
い
手
確
保
、

農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
な
ど
産
地

全
体
に
広
く
効
果
が
及
ぶ
取
組
を
推

進
す
る
。

須
山　

 

農
家
に
合
っ
た
支
援
要
件
見

直
し
や
防
犯
用
に
侵
入
防
止
柵
が
購
入

で
き
る
よ
う
例
外
規
定
を
適
用
で
き
な

い
か
。

市
長　

 

現
場
の
実
情
や
農
業
者
の
要

望
を
把
握
し
、
必
要
な
要
件
見
直
し
は

国
へ
働
き
か
け
る
。
一
方
、
鳥
獣
害
防

止
制
度
を
盗
難
防
止
目
的
の
侵
入
防
止

柵
整
備
へ
の
活
用
は
、制
度
上
厳
し
い
。

須
山　

 

複
合
的
な
防
犯
対
策
、
車
両
侵

入
防
止
に
つ
い
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
だ
け

で
な
く
セ
ン
サ
ー
や
柵
な
ど
も
対
象
と

し
て
ほ
し
い
。

市
長　

 

車
が
入
れ
な
い
柵
の
設
置
は

一
定
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
だ
。
農
林

振
興
課
で
地
元
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

研
究
を
進
め
て
い
く
。 

須
山　

 
フ
ル
ー
ツ
王
国
う
き
は
の
農

家
さ
ん
が
、
盗
難
や
害
獣
被
害
を
心
配

せ
ず
に
安
心
し
て
営
農
を
続
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
。

▲フルーツ王国うきはで
安心して営農できる環境を

▲７月５日（美津留川流域）
上古賀区浸水被害

市
と
警
察
と
Ｊ
Ａ
の
連
携
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
や
導
入
支
援
を
進
め
て
い
る

須山 聡美
すやま さとみ

議員

果
樹
盗
難
に
対
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
や
わ
な
線
な
ど

防
犯
設
備
の
う
き
は
市
の
支
援
は

市長

そ
の
他
の
質
問

▼
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
普
及

推
進
に
つ
い
て

：
：
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飯
田　

 

巨
瀬
源
流
の
散
歩
道
の
復
旧

工
事
予
定
は
。

市
長　

 

年
内
の
工
事
発
注
、
年
度
内

の
工
事
完
成
が
目
標
。

飯
田　

 

市
民
の
健
康
増
進
を
目
的
と

し
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
活
用
は
。

市
長　

 

保
健
課
な
ど
と
も
話
し
な
が

ら
適
切
に
活
用
を
検
討
し
た
い
。 

飯
田　

 

森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
将
来
像

は
。

市
長　

 

森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
地
域

の
登
録
を
目
指
し
、
価
値
向
上
に
努

め
る
。

飯
田　

 

照
明
が
点
灯
し
て
い
な
い
箇

所
の
修
繕
対
応
予
定
は
。 

教
育
長　

 

現
在
、
手
配
を
し
て
い
る
。

準
備
が
整
い
次
第
対
応
を
行
う
。

飯
田　

 
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
に
照
明
の

新
設
の
検
討
は
あ
る
か
。

市
長　

 

現
状
の
計
画
で
は
、
新
た
に

設
置
す
る
予
定
は
な
い
。
国
や
県
の
補

助
金
や
交
付
金
な
ど
、
検
討
す
る
こ
と

は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。

▲巨瀬源流散歩道
▲スポーツアイランドの
野球場照明

協
会
の
活
動
は
貴
重
な
観
光
資
源
、
地
域
資
源
と

考
え
て
い
る

市長

飯田 雅弘
いいだ まさひろ

議員

う
き
は
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の

在
り
方
は

関
係
機
関
と
連
携
し
、
実
情
を
踏
ま
え
、

実
現
可
能
な
取
組
か
ら
段
階
的
に
進
め
た
い

石
井　

 

農
家
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
と
な
る
た
め
の
計
画
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

市
長　

 

次
の
４
つ
を
重
点
課
題
と
し

て
挙
げ
て
い
る
。

○
収
益
性
の
高
い
農
業
の
実
現
と
高
付

　

加
価
値
化

○
多
様
な
農
業
人
材
の
確
保
・
育
成
と

　

労
働
力
支
援

○
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

○
農
業
生
産
基
盤
の
維
持
・
整
備

石
井　

 

新
規
就
農
者
の
推
進
や
雇
用

確
保
の
取
組
及
び
今
後
の
計
画
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

市
長　

 

就
農
か
ら
経
営
継
承
ま
で
の

支
援
や
、
農
繁
期
の
労
働
力
確
保
を
具

現
化
し
た
い
。

石
井　

 

県
の
高
収
益
事
業
で
の
ス

ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
―
導
入
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

市
長　

 

導
入
意
向
や
経
営
面
積
、
機
種

や
既
存
の
状
況
を
把
握
し
、
必
要
に
応

じ
て
県
と
協
議
を
し
た
い
。

石
井　

 

農
・
商
・
工
・
観
連
携
の
今
後

の
計
画
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

市
長　

 

連
携
を
進
め
、
各
産
業
が
相
互

に
メ
リ
ッ
ト
を
生
み
出
し
、
地
域
内
で

経
済
が
循
環
す
る
仕
組
み
へ
発
展
さ
せ

た
い
。

石
井　

 

市
民
や
小
中
学
校
児
童
生
徒

へ
地
域
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
取
組

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

教
育
長　

 

地
域
の
歴
史
や
魅
力
を
学

ぶ
授
業
や
体
験
の
取
組
、
学
ん
だ
こ
と

を
ま
と
め
保
護
者
や
地
域
の
方
に
発
信

し
て
い
る
。

石井 信一
いしい しんいち

議員

農
家
が
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
可
能
と
な
る
取
組
や

農
・
商
・
工
・
観
連
携
の
取
組
は

▲スピードスプレイヤーで
散布中

市長

【
ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
野
球
場

照
明
に
つ
い
て
】
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  一 般 質 問

石
井　

 

６
月
の
一
般
質
問
で
東
高
校
跡

地
は
、ル
リ
ー
ロ
福
岡
と
協
議
を
継
続
し

て
い
く
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、そ
の
後
、

ど
の
よ
う
な
協
議
が
な
さ
れ
た
の
か
。

市
長　

 

現
状
と
し
て
、十
分
な
協
議
に

至
っ
て
い
な
い
。跡
地
の
有
効
活
用
に
向

け
協
議
を
継
続
し
て
い
く
。

石
井 　
現
状
を
見
る
と
草
や
樹
木
は
伸

び
、獣
も
住
ん
で
お
り
、防
球
ネ
ッ
ト
も

破
れ
荒
れ
放
題
で
あ
る
。使
用
貸
借
契
約

で
は
、市
と
ル
リ
ー
ロ
福
岡
は
、周
辺
環

境
へ
の
影
響
を
十
分
留
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
謳
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
、管
理
が
お
ろ
そ
か
で
は
な
い
か
。

市
長　

 

管
理
は
ル
リ
ー
ロ
福
岡
が
行
う

こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
。ル
リ
ー
ロ
福
岡

の
企
業
姿
勢
、ガ
バ
ナ
ン
ス
が
問
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。市
と
し
て
は
、高

さ
の
あ
る
樹
木
の
伐
採
な
ど
に
つ
い
て

は
、今
後
、専
門
事
業
者
へ
の
委
託
も
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

石
井　

 

早
急
に
協
議
を
進
め
、そ
の
協

議
内
容
を
市
民（
特
に
隣
接
す
る
19
区
、

20
区
、竹
重
区
）に
知
ら
せ
て
い
た
だ
き

た
い
が
。

市
長　

 

ル
リ
ー
ロ
福
岡
と
協
議
し
た
結

果
、具
体
的
な
も
の
が
出
れ
ば
、地
元
の

皆
様
、関
係
者
へ
お
伝
え
す
る
。

石
井　

 

校
舎
の
解
体
な
ど
大
き
な
費

用
が
必
要
と
な
る
。
財
源
と
し
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
額
（
年
額
う
き
は
市
は
４

億
円
で
他
市
町
村
に
比
べ
る
と
極
端
に

少
な
い
状
況
）
10
億
円
を
目
指
し
、
財

源
と
し
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
。

ル
リ
ー
ロ
福
岡
と
は
十
分
な
協
議
に
は
至
っ
て
い
な
い

石井 孝幸
いしい たかゆき

議員

ル
リ
ー
ロ
福
岡
に
貸
し
て
い
る

東
高
校
跡
地
整
備
に
つ
い
て

市長

髙
木      

団
体
誘
客
助
成
事
業
の
現
状

と
地
域
全
体
に
波
及
す
る
仕
組
み
づ

く
り
に
つ
い
て
は
。

市
長　

 

８
月
現
在
で
８
社
か
ら
申
請
。

飲
食
や
宿
泊
に
加
え
、
体
験
を
補
助
対

象
に
加
え
る
と
と
も
に
、
組
み
合
わ
せ

た
場
合
な
ど
に
加
算
す
る
よ
う
見
直

し
を
行
っ
た
。
市
内
を
巡
り
地
域
で
消

費
し
て
い
た
だ
く
旅
行
商
品
に
つ
な

が
る
、
よ
り
効
果
的
な
制
度
と
な
る
よ

う
取
り
組
む
。

髙
木　

 

市
民
生
活
と
調
和
し
た
観
光

へ
の
転
換
と
、
受
入
れ
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
は
。

市
長　

 

地
域
に
根
差
し
た
人
の
技
や

営
み
そ
の
も
の
に
着
目
し
、
う
き
は
な

ら
で
は
の
体
験
や
消
費
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
は
、
新
た
な
観
光
資
源
と
し

て
価
値
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
地
域
へ
の
負
担
に
も
配
慮
し
、
滞

在
時
間
や
消
費
額
、
地
域
と
の
交
流
な

ど
、
観
光
の
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
。
関
係
部
署
と
連
携
を
し
、
検
討

し
て
い
く
。

髙
木 　

 

う
き
は
観
光
み
ら
い
づ
く
り

公
社
の
営
業
力
強
化
に
つ
い
て
。

市
長　

 
観
光
動
態
デ
ー
タ
の
整
理
、

分
析
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
め
、
今
後

は
商
品
造
成
や
営
業
活
動
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

▲うきはの豊かな自然も素敵な
観光資源に

団体誘客助成事業

▲防球ネットは破れ、樹木も伸び、
荒れ放題

地
域
の
魅
力
を
大
切
に
幅
広
い
旅
行
者
を

受
け
入
れ
な
が
ら
、
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

髙木 亜希子
たかき あきこ

議員

観
光
事
業
の
推
進
と
地
域
経
済

へ
の
波
及
、
及
び
受
入
れ
環
境
の

整
備
に
つ
い
て

市長

そ
の
他
の
質
問

▼
ラ
グ
ビ
ー
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て

▼
新
た
な「
水
の
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
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佐
藤　

 

耳
納
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
使
用
期
限
に
つ
い
て
地
元
７
行

政
区
の
ご
理
解
を
得
て
、
更
に
10
年
間

の
協
定
延
長
が
ま
と
ま
っ
た
。
問
題
先

送
り
の
た
め
の
10
年
間
で
は
な
く
、
次

の
処
理
体
制
を
決
め
る
10
年
間
だ
と

思
う
が
間
に
合
う
の
か
、
見
通
し
に
つ

い
て
市
長
の
認
識
を
伺
う
。

市
長　

 

近
隣
で
令
和
15
年
ぐ
ら
い
か

ら
建
て
替
え
を
行
う
衛
生
組
合
が
い

く
つ
か
あ
る
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
併

せ
ら
れ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
視
点

も
含
め
て
具
体
的
な
目
標
を
も
っ
て
、

時
間
を
大
切
に
活
用
し
な
が
ら
取
組

を
進
め
て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　

佐
藤　

 

広
域
化
の
件
は
ま
だ
不
透
明

な
印
象
だ
。
当
て
が
あ
る
な
ら
、
あ
ら

ゆ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
使
っ
て
積
極
的

に
交
渉
を
進
め
、
早
急
に
道
筋
を
つ

け
る
べ
き
。　
　

【
水
事
業
に
つ
い
て
】　

佐
藤　

 

将
来
的
な
目
標
を
設
定
し
、

保
全
・
利
活
用
・
リ
ス
ク
管
理
を
一
体

的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
。

市
長　

 

新
た
な
協
議
体
を
つ
く
っ
て

水
の
専
門
家
を
中
心
と
し
て
、
様
々
な

議
論
を
す
る
形
に
な
ろ
う
か
と
思
っ

て
い
る
。
ま
た
、
北
海
道
東
川
町
な
ど

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
も
参
考
に
し
た
い
。

◀耳納クリーンステーション
で製造される固形燃料

広
域
化
に
向
け
て
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い

市長

佐藤 裕宣
さとう ひろのぶ

議員

ゴ
ミ
処
理
問
題
、

将
来
の
見
通
し
は

協
議
会
等
で
意
見
を
伺
い
、

特
に
支
援
が
必
要
な
場
合
は
随
時
検
討
す
る

今
村　

 

福
岡
県
の
災
害
ア
セ
ス
メ
ン

ト
で
は
、
災
害
時
の
避
難
者
数
の
想
定

が
大
幅
に
増
加
。避
難
所
や
備
蓄
品
等
、

大
規
模
災
害
時
の
対
応
は
万
全
か
。

市
長　

 

避
難
所
は
36
か
所
、一
時
的
な

最
大
収
容
可
能
人
員
は
１
７
，１
３
０

人
。
大
規
模
災
害
時
の
避
難
者
数
は

２
０
０
０
名
を
想
定
し
、
計
画
的
な

備
蓄
を
行
っ
て
い
る
。

今
村　

 

指
定
避
難
所
の
う
き
は
ア

リ
ー
ナ
や
小
中
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ

ン
整
備
計
画
は
。

市
長　

 

国
費
に
よ
る
半
額
補
助
を
活

用
し
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
期
間
内
で
空

調
設
備
を
整
え
る
。

デ
ジ
タ
ル
弱
者
・
交
通
弱
者
等
へ
の
支

援
策
は
。

市
長　

 

の
る
ー
と
う
き
は
乗
り
方
教

室
や
、
う
き
は
Ｐ
ａ
ｙ
サ
ポ
ー
ト
相
談

会
を
実
施
し
、
今
後
と
も
幅
広
い
世
代

が
安
心
し
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
利
用
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

今
村　

 

の
る
ー
と
う
き
は
や
、
う
き
は

Ｐ
ａ
ｙ
の
利
用
に
際
し
、
デ
ジ
タ
ル
機

器
の
利
活
用
に
慣
れ
て
い
な
い
方
等
、

今村 清
いまむら きよし

議員

車
両
の
更
新
や
修
理
等
で

高
額
な
費
用
を
要
す
る
移
動
販
売

事
業
者
へ
の
支
援
は

市長

【
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
高
齢
者

等
へ
の
支
援
の
必
要
性
】

【
大
規
模
災
害
時
の
対
応
】

そ
の
他
の
質
問

▼
浸
水
災
害
区
域
・
土
砂
災
害
区
域

に
あ
る
避
難
所
の
安
全
性

▼
自
助
・
共
助
意
識
の
醸
成
、
自
主

防
災
組
織
の
育
成
強
化

▲安心できる災害対応を
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  一 般 質 問

中
嶌　

 

国
の
制
度
で
行
わ
れ
て
い
る
妊

婦
の
た
め
の
支
援
給
付
金
を
、う
き
は
市

独
自
に
第
２
子
・
第
３
子
以
降
で
給
付
額

を
増
額
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

 

多
子
世
帯
の
負
担
軽
減
と
い
う

観
点
で
は
、効
果
が
あ
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
が
、継
続
的
な
財
源
の
確
保
が
課

題
と
な
る
。

中
嶌　

 

ゼ
ロ
歳
児
か
ら
の
保
育
料
の
完

全
無
償
化
、自
宅
で
育
児
を
し
て
い
る
世

帯
へ
の
在
宅
育
児
支
援
金
の
創
設
を
検

討
で
き
な
い
か
。

市
長　

 

保
育
料
の
完
全
無
償
化
は
、永

続
的
な
財
源
の
確
保
や
保
育
士
確
保
な

ど
新
た
な
課
題
が
出
て
く
る
。在
宅
育
児

支
援
金
の
創
設
も
同
様
に
財
源
確
保
が

課
題
で
あ
る
。

中
嶌　

 

現
在
小
学
校
３
年
生
か
ら
英
語

が
必
修
化
さ
れ
て
い
る
が
、う
き
は
市
で

は
既
に
保
育
園
か
ら
英
語
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
。Ａ
Ｌ
Ｔ
を
増
員
し
小
学
校
１

年
生
か
ら
英
語
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

切
れ
目
の
な
い
教
育
環
境
を
整
え
、グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
の
底
上
げ
を
図
っ
て
は

ど
う
か
。

教
育
長　
英
語
専
科
の
先
生
の
意
見
や
、

限
ら
れ
た
授
業
時
数
の
中
で
調
整
が
可

能
か
な
ど
、学
校
現
場
の
意
見
を
基
に
慎

重
に
検
討
す
る
。

既
存
事
業
の
質
を
高
め
な
が
ら
、

引
き
続
き
包
括
的
な
子
育
て
支
援
を
行
う

中嶌 崇秀
なかしま たかひで

議員

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
と

子
育
て
支
援
の
更
な
る
拡
充

に
つ
い
て

市長

竹
永　

 

３
小
学
校
の
９
月
実
施
は
季
節

の
ず
れ
た
水
泳
指
導
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

  

児
童
、保
護
者
、教
職
員
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
改
善
す
る
。

竹
永　

 

水
泳
指
導
や
低
学
年
の「
水
遊

び
」は
十
分
で
き
た
か
。

教
育
長　

 

２
コ
マ
の
授
業
で
、60
分
は

泳
い
で
い
る
。

竹
永　

 

中
学
校
部
活
動
や
社
会
体
育
で

の
対
外
試
合
の
送
迎
実
態
は
。

教
育
長　

 

部
活
動
は
市
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
や
貸
し
切
り
バ
ス
を
借
り
、練
習
試
合

は
保
護
者
送
迎
。社
会
体
育
は
把
握
し
て

い
な
い
。

竹
永　

  

社
会
体
育
に
対
す
る
支
援
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

 

他
市
町
村
の
情
報
を
確
認
し

検
討
す
る
。

竹
永　

   

不
登
校
児
童
と
放
課
後
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
等
と
の
連
携
は
。

教
育
長　

 

学
校
以
外
の
居
場
所
づ
く
り

の
選
択
肢
と
考
え
る
。

竹
永　

 

教
職
員
の
超
勤
を
な
く
す
公
会

計
化
を
、市
長
就
任
の
２
０
２
４
年
６
月

議
会
で
検
討
と
答
弁
し
た
が
。

教
育
長　

 
公
会
計
化
を
実
施
し
て
い
る

市
町
村
を
参
考
に
進
め
る
。

▲『未来につなぐ私たちの水』に、
水に囲まれたとてもいいうきは市と
あるのだが、プールは？

▲こども、まんなか！

う
き
は
ア
リ
ー
ナ
で
４
回
２
時
間
ず
つ
行
っ
た

竹永 茂美
たけなが しげみ

議員

２
０
２
６
年
度
の

小
学
校
水
泳
指
導
の
外
部
委
託
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

教育長

そ
の
他
の
質
問

▼
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

▼
介
護
保
険
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

▼
児
童
生
徒
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

【
部
活
動
等
送
迎
の
安
全
確
保
】

【
不
登
校
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
】

【
給
食
費
な
ど
の
公
会
計
化
】
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野
鶴　

  

ま
ち
な
か
児
童
公
園
の
場
所

は
、
吉
井
体
育
セ
ン
タ
ー
並
び
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
最
適
な
場
所
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。「
公
園
整
備
検
討
部

会
」
で
協
議
後
、
５
年
経
過
し
て
い
る

が
、
候
補
地
が
い
ま
だ
何
ら
提
示
さ
れ

て
い
な
い
。

市
長　

 

第
３
次
こ
ど
も
計
画
を
つ

く
っ
た
と
き
児
童
公
園
の
在
り
方
の
意

見
を
も
ら
い
、
こ
ど
も
み
ら
い
課
で

様
々
な
機
を
捉
え
て
、
親
御
さ
ん
や
子

育
て
世
代
の
皆
様
の
声
を
伺
っ
て
い

る
。
様
々
な
観
点
を
踏
ま
え
今
模
索
し

て
い
る
段
階
。
あ
と
半
年
ば
か
り
時
間

を
い
た
だ
き
た
い
。

野
鶴     

市
長
に
な
っ
て
独
自
に
う

き
は
市
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
へ

の
施
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

 

民
間
企
業
と
の
連
携
を
進

め
、
観
光
誘
客
や
知
名
度
向
上
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

野
鶴　

  

う
き
は
市
内
事
業
所
の
ト

ラ
ッ
ク
の
コ
ン
テ
ナ
に
う
き
は
市

の
宣
伝
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
、
全
国

で
走
ら
せ
て
み
て
は
ど
う
か
。

市
長　

  

面
白
い
取
組
だ
と
思
う
の

で
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

▲公園で遊ぶこどもたち

令
和
９
年
度
に
提
示
す
る
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
中
で
示
し
て
い
く

市長

野鶴 修
のづる おさむ

議員

う
き
は
市
の

ま
ち
な
か
児
童
公
園
の

今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

令
和
９
年
度
の
実
施
に
向
け
て
、

実
施
体
制
や
健
診
内
容
に
つ
い
て
準
備
を
進
め
て
い
る

德
永　

 

実
施
内
容
や
重
点
事
項
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

市
長　

 

集
団
健
診
方
式
を
と
り
、
発
達

面
・
身
体
の
健
康
状
態
・
生
活
習
慣
・

保
護
者
の
困
り
ご
と
な
ど
を
総
合
的
に

確
認
す
る
。

德
永　

 

実
施
前
後
の
連
携
機
関
の
不

足
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

市
長 　
適
切
な
療
育
支
援
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
へ
つ
な
げ
、
就
学
を
見
据

え
た
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

德
永　

 

市
と
し
て
発
達
専
門
の
サ
ポ
ー

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

こ
ど
も
み
ら
い
課
長　

  

専
門
家
を
入

れ
な
が
ら
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
。

【
浮
羽
町
域
３
小
学
校
の
今
後
の
利
活

用
に
つ
い
て
】

德
永　

 

浮
羽
町
域
の
３
つ
の
小
学
校

に
つ
い
て
、
今
後
の
利
活
用
は
。

德永 真理子
とくなが まりこ

議員

５
歳
児
健
診
実
施
に
つ
い
て
、

本
市
の
取
組
と
進
捗
に
つ
い
て

伺
う

市長

そ
の
他
の
質
問

▼
小
中
学
校
に
お
け
る
一
人
一
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
つ
い
て
、
そ
の

効
果
と
実
態
は

市
長 　

 

早
期
の
検
討
委
員
会
の
立
ち

上
げ
に
向
け
、
調
整
を
行
っ
て
い
る
。▲こどもたちの体も心も健康に

【
う
き
は
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
関
す

る
施
策
に
つ
い
て
】
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近年、担い手不足により、農業従事者が年々減少。農家戸数を比較すると、平成１７年
2,622 戸だったのが、令和７年には1,311戸、２０年間で半減。多様な農家の農地確
保や法人の経営強化、農地の集団化・適正利用、生産性の向上、農産物の付加価値向上、
人材確保などの対策を早急に講じる必要がある。

　今回視察した東川町は、大雪山の雪解け水などを水源とする名水
で知られ、良質で美味しい地下水に恵まれた上水道のない町です。
　過去、北海道では海外資本の土地買収が散見され、住民の貴重な
財産である地下水の適正採取の規制と汚染防止が急務となりまし
た。そこで「美しい東川の風景を守り育てる条例」に地下水の保全
及び適正採取に関する条文を加え、違反者に対し許可取消しが可能
となるよう改正し、現在も地下水の保全及び採取規制に取り組んで
います。平成１９年度からは５年間に１度、全個別住宅・集合住宅を
対象とした水質検査を実施しています。その成果もあり、検査を実

施する度に基準をオーバーする箇所が減少しています。
　うきは市でも、阿蘇山や耳納連山をはじめとする豊かな自然が作り上げた地下水が、
我々市民の暮らしを支えています。今後、新たな基本計画を策定する中で、保全や利活
用が課題となると考えます。

76億６千万円（令和5年度）で県内６位。
種類別の産出額県内順位では、柿・ぶどう・桃が１位を占めている。

ＪＡとうきは警察署と三者協定を締結し、防犯カメラの設置に補助。市も防犯カメラを
毎年、複数台設置。また、連携を図り、パトロールを強化中。

イノシシの駆除頭数が令和６年度５９８頭、７年度１７９頭に減少。
（豚熱の影響か？）
シカは令和６年度５１頭、７年度１４５頭に増加。

近年の円安や中東情勢の悪化に伴い、高騰が進んでいる。
令和初期より肥料４０％、農薬１５％、農業用資材２０～４０％値上がり、納期も遅延。

建設業では市内発注が少なく、資材の高騰もあり、市場の大きい市へ移る事業所が増え
ている。

農商工が将来にわたって継続できるよう支援していく必要がある。
さらに県・国へ要望を行っていく必要がある。

課 題

物 価

事業所

農業産出額

農産物の盗難被害

有害鳥獣

��������
＜農林振興課と意見交換＞

�����������
� 参加者 熊懐和明・石井信一

�
	������

  常任委員会レポート

����������
＜うきは市商工会、福岡久留米農業協同組合、
市役所担当者（商工観光振興課・農林振興課）と意見交換＞

東川町ホームページ

東川町の水
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【回答】数多くの地域に出向き、事細かに説明していった。地域のご年配の方々から「まちが廃れる、活気
が失われる」といった反対意見があった。一方、保護者、若い世代からは、「少人数で学ぶよりも様々なこ
どもたち同士の交流を深められる規模での学校に送り出したい」といった意見があった。市、教育委員会
としては「先を見て進む」ということで、保護者にはこの課、地域住民にはこの課と分担しながら、繰り返
し説明を行った。当初の開校予定年次よりも２年遅くなったのは、ここに時間を割いたことが大きい。

【回答】地元の意見・要望を伺い利活用案を考える「地元検討委員会」を立ち上げ、協議を重ねた。協議を
経て事業者を公募することが決まり、公募型プロポーザルを行ったが、応募は２業者のみ。公募したが、応
募がなかったところは検討委員会の中で「地域としてどのように小学校跡地を利活用していきたいのか」
と意見を聴いた。多目的グラウンドを整備し、スポーツ施設をメインとした施設をつくったところもある。

【回答】保護者、地域と十分な対話を行い、理解を得て、それを基に動かしていく。また、学校運営協議会
等と十分に協議をし、学校独自で動くのではなく、「地域と共にある学校」として動かしながら、学校の方
向性を決定していくことが重要。また、統合の前から中学校と高校の連携は非常に強かったが、先生たち
の間には「うちの校区」といった意識があった。そういった先生たちの垣根を払っていくことが重要。

教員の空き時間が増え、教材研究の時間を持てること、こどもとの時間を持
てることは、こどもたちの学びの観点からも非常に好ましいと感じた。また、
小・中学校それぞれの文化の良い点を踏襲することで、教職員が９年間とい
う長期にわたる義務教育のゴールを想定しつつ指導に取り組める、という点
についても、ぜひ、本市においても同様の状況を生み出せるように努めてい
きたいと感じた。

主たる質疑

導入時に困難であったことは何か。

廃校後の活用について、公募にした理由や現在の活用状況等は。

義務教育学校を今から設計するとしたら、「こうすると良い」という点はあるか。 

教職員の働き方
について

所 見

児童生徒の様子
について

中１ギャップについては、９年間同じ学校へ通学するため、現在ではあまり意
識もされていないとのことだった。高学年ブロック（中１～３）の生徒が低学
年ブロック（特に小１）の面倒を見るようになる、低学年・中学年ブロックの
児童たちが高学年ブロックに憧れるなど、児童生徒の交流が活発に行われて
いる様子をうかがうことができた。また、校舎内には各所にクールダウンで
きるコーナーが設けられるなど、児童生徒一人一人の個に応じた指導に努め
ている様子もうかがうことができた。

佐賀県多久市 市立義務教育学校

「東原庠舎中央校」視察を

の
とう げん しょう しゃ

中庭は低学年の遊び場
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TEL.75-4990
75-3342FAX. 

議会事務局

議会を しませんか。傍聴

YouTubeのライブ配信や
録画配信でもご覧いただけます。

１２月の議会定例会は
１２月４日（金）開催予定です。
一般質問は
１２月７日（月）・１２月８日（火）の予定です。
１２月議会への請願書・陳情書は、１１月２４
日（火）正午（予定）までに提出して下さい。
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　私は浮羽町に住む中3・中1・小1・年中のこどもの母親
です。こどもたちを浮羽町の小中学校に通わせ、田舎ならで
はの教育環境と先生方の対応に助けられています。その一
方、他の地域との教育格差などを感じることもあります。
　また、看護師をしていて「家族で過ごす時間の大切さ」に
ついて考えさせられることがあり、「サイズアウトしたこども
服を集め、必要とする人に持って帰ってもらう」という事業
を始めました。場所は遊林愛児園さんの施設の一部をお借
りしています。小さな行動ではありますが、物価高の今、洋
服を買う分のお金を家族の想い出づくりの資金や教育資金
に充てることができ、それがこどもたちの笑顔、さらに人口
増につながれば…という想いで活動しています。
　今後、うきは市も高齢化が進むと思い
ますが、子育て世代の人口が増えれば税
収アップ、マンパワー増となり、高齢者の
方も大切にできるうきは市になると思い
ます。一人一人が笑顔で暮らせるうきは市
となりますよう、よろしくお願いします。浮羽町在住伊福 麻由美さん

Voice 市民の声

地域との意見交換会、
絶賛企画中！

11/13御幸・11/27山春・12/15小塩（予定）

末金 良幸
委員

　初めての決算審査では、行政
運営の適正性と健全性を確認す
る責任の重さを感じました。
　市の業務は多岐にわたります
が、９月に行われた決算特別委員
会の中で重ねて執行部の説明を
聞き更に理解を深めました。

市の監査委員として

決算審査を終えて
初めての

Check !


